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高座橋
　芦屋川の支流、高座川に架かる橋。現在
のコンクリートの橋は昭和30年に木造の橋
から架け替えられた。高座の滝へとつなが
るこの橋は、四季を問わず数多くのハイ
カーが渡って行く。

人口と面積＜平成14年９月１日人口＞■住民基本台帳＋外国人登録　総数89,701／男41,607／女48,094／世帯数38,757■推計人口　総数87,893／男40,593／女47,300／世帯数36,437　＜面積＞18.57㎞2

演出／大森一樹(映画監督)　撮影／山口宏(写真家)　イラスト／なかにし和子
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　芦屋市情報公開条例は、公文書の公開を請求する権利を保障し、市政
に関する情報の公開をより一層促進することにより、市民の皆さんと市
の相互理解を深めることを目的としています。
公開請求方法

＊どなたでも請求いただけます。ただし、手数料が必要となる場合があ
ります。

＊公文書の公開請求・公開の実施は、郵送またはファクス(38-2159)を利
用して行うことができます。

その他

　詳細については、ホームページ(http://www.city.ashiya.hyogo.jp)でご
覧いただけます。また、市役所北館１階の行政情報コーナーにおいて、
各種行政文書の閲覧ができます。併せてご利用ください。

問い合わせ　総務部総務課　138-2010

芦屋市情報公開条例を施行します
◆練り回し演技◆
日　時　10月13日(日)　　　

午前10時～11時
会　場　精道小学校東側道路
出　演　三条、山之町、打出、

西之町、精道各地区
のだんじり

◇市内巡行◇
日　時　10月12日(土)
　　　　　　13日(日)
＊巡行コースは10月６日(日)
の新聞折込でお知らせしま
す。

内　容　案内、清掃、イベント運営補助等
時　間　午前８時30分～午後５時
　　　　当日、会場受け付けへ

10月１日
だんじり

お祭りボランティア募集
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子育てセンター「秋のリズム遊び」

問い合わせ
子育てセンター　1/FAX 31-8006

日　時　11月９日(土)午前10時30分～正午
会　場　体育館・青少年センター　競技場
内　容　リズム遊び
講　師　栗木　剛氏
　　　　(兵庫県野外レクリエーション指
　　　　導者協議会事務局長)
対　象　就学前の幼児と保護者
持ち物　ビニール袋(靴入れ)
申し込み　各なかよしひろば、または電話
　　　　　かファクスで下記へ

第７回保育フェスティバル

問い合わせ　児童課　138-2045

日　時　10月26日(土)午前10時～午後２時
会　場　体育館・青少年センター
内　容　◎元気でいこうソヤソヤ(保育所５

　歳児演技)
◎あそびコーナー(ままごと、
　絵本、カプラ積木など)
◎給食コーナー(試食、展示)
◎保健コーナー(身体測定、
　パネル展示)

※大型紙芝居、エプロンシアターもあります
　友だちと誘い合ってお越しください

＝わくわくドキドキ笑顔がいっぱい＝ 日　時　11月６日(水)①午前10時30分～②
　　　　午後１時30分～③午後４時～④午
　　　　後７時～　(上映時間111分)
会　場　ルナ・ホール　(※全席自由)

ちほう

内　容　義母のアルツハイマー型痴呆症で崩壊しかけた家族が、
さまざまな葛藤を経て再生する実話をもとにした映画

出　演　原田美枝子、吉行和子、トミーズ雅ほか
料　金　大人…前売1,200円／当日1,500円、60歳以上…当日1,000円
　　　　（当日券のみ）、小学生～高校生…当日800円(当日券のみ)

※この記事持参のかた大人当日1,300円
チケット発売所　モンテメール大蓄、芦屋市役所売店、文化振興

財団事務所　※満員の場合は入場制限があります

「折り梅」

問い合わせ　文化振興財団　131-4962

ルナ名画劇場
『ユキエ』の松井久子監督

初めてのかたも、気軽にご参加を

財
政
再
建
に
向
け
行
政
改
革
実
施
計
画
を
見
直
し

問
い
合
わ
せ
　
行
政
改
革
推
進
室
　
1
#8
２
０
０
５

●これまでの取り組みと経済状況
　本市では、震災後の復旧・復興事業にかかる多額の財政支出に対処するため、
平成８年度に第１次、平成10年度に第２次の行政改革大綱を策定し、それに基づ
く行政改革を実施する中で、これまで一定の成果をあげてきました。
　しかし、震災関連事業の公債費負担に加え、バブル経済崩壊後の長引く経済不
況の影響から税収が落ち込み、財政状況はより厳しい状態となったため、平成12
年度に第３次行政改革大綱を策定して、平成15年度までを「財政再建緊急３カ
年」と位置付け、全力で取り組んでおりますが、経済は昨年秋以降急速に悪化
し、個人所得の減少、地価の下落等、本市財政を取り巻く環境はさらに厳しい状
況となっています。

※震災以後、平成14年度までの震災関連事業経費は合計で2,029億円にのぼ
り、平成14年度末見込みの地方債残高は約1,118億円(平成５年度末の約4.7
倍)になっています。

※公債費(借金の返済)は、震災関連事業の地方債償還が本格化するにつれ急
増しており、今後も高水準(約83～103億円)の公債費負担が続きます。

※市税(本市の主要な収入です)は、平成４年度の262億円をピークに、震災後
177億円まで激減し、その後、平成９年度には236億円まで回復しましたが、
景気低迷や地価の下落の影響から、ほぼ横ばいから減少の状況が続いていま
す。

(単位：万円)
新たな取り組みの内容

サマーカーニバル等イベントへの補助金を見直す
市民農園使用料を平成15年度から改定する
あしや温泉利用料を平成15年度から改定する
市営木造住宅１戸を廃止し用地を売却する
図書館打出分室を当分の間休館する
国民健康保険料の前納報奨金制度を廃止する
医療助成金、福祉金、奨学金等の扶助費の見直しを検討する
芦屋霊園墓地使用者を一般公募する
ごみ収集体制、可燃ごみ収集回数を見直す
市立保育所の民営化、海浜公園プール運営管理の民間委託、
谷崎潤一郎記念館の運営について民間活力導入を検討する
和風園の民間委託を検討する
美術博物館のあり方について、抜本的な見直しを検討する
富田砕花顕彰事業の休止と旧居の休館を検討する
高齢者バス運賃助成事業を見直す
職員数を平成15年度から５年間で10パーセント削減する
職員給料表の見直しと給与の削減を検討する
特別職の給与等を減額する

No

１
２
３
４
５
６
７
８
９

11
12
13
14
15
16
17

平成14～17年度の目標額

2,400
840
960
4,000
2,100
1,620
－

81,000
27,900

3,000
－
－

5,700
13,200
135,000
6,731

●今回の見直しで新たに追加して取り組む項目

●実施計画を見直しました
　財政再建に向け、今回、行政改革実施計画を見直し、特別職の給与や退職金の
減額、職員給与費や職員数の削減といった行政内部の徹底した経費節減と、ごみ
収集の民間委託や市立保育所の民営化等といったさらなる事務事業の効率化を目
指しています。
　市民の皆様に直接影響する項目についても見直しの対象とせざるを得なく、可
燃ごみの収集を週３回から２回へ移行するほか、高齢者バス運賃助成事業の見直
し、扶助費の見直しの検討など、非常に苦しい選択をしています。

(単位：万円)
合計額
758,025
154,619
812

913,456

効率的な事務事業の推進
適正な給与制度、定員管理
その他

計

平成14年度
119,087
23,264

142,351

15年度
285,094
42,441
△598
326,937

16年度
215,522
41,585
△395
256,712

17年度
138,322
47,329
1,805

187,456

●財政の収支見込み
　悪化する経済情勢などを踏まえ、今年２月、ＪＲ芦屋駅南地区再開発事業や福
祉センター建設事業等の投資的事業の着工を延期しました。今回の見直しによる行
政改革の節減額を計算しても、平成19年度までの財政収支見込みでは、平成15年度
から毎年47～54億円の収支不足が見込まれ、行政改革で歳入の確保および歳出の
削減、市の貯金である基金の取り崩しを行っても、平成18年度には12億円の単年
度収支不足が発生し、平成19年度には累積の収支不足が56億円となる見込みです。
　今後、行政改革実施計画の成果を着実に上げ、財政再建に全力で取り組んでま
いりますので、市民の皆さんには市の財政状況をご理解いただき、ご協力をお願
いいたします。

10 －

●行政改革実施計画の計画額

行政改革 平成13年度実績の概要
問い合わせ　行政改革推進室　138-2005

　平成12年11月に策定した「行政改革緊急３カ年
実施計画」について、平成13年度の実績報告がま
とまりましたので概要をお知らせします。
◆実績額等
　平成13年度の目標額13億7,651万円に対して、実
績額17億5,763万円で、目標額を３億8,112万円上回
りました。項目ごとの目標額・実績額は左記のと
おりです。

◆主な改善項目の状況

※芦屋市の行政改革に関する情報は、市役所北館１階・行政情報
コーナーおよび市ホームページでもご覧になれます。

職員定数の見直し…普通会計ベースで33人を減員しました。
給与水準の抑制…市長、助役、収入役、教育長の給料・手当等お
よび、課長級以上職員の管理職手当等を減額しています。

補助金・委託料の見直し…団体補助金の見直しを行いました。ま
た公社・財団等への委託業務の内容を再検討し、経費の節減を
図っています。

使用料・手数料の見直し…保育所保育料、高校入学金・授業料、
幼稚園入園料・保育料を見直しました。

市有財産の有効活用…処分可能な市有地を公募で売却しています。

149,469
26,368
533
０

[22,086]
△105
△69
△433
－

175,763

効率的な事務事業の推進
適正な定員管理
適正な給与制度
行政運営プロセスの改善
公営企業の経営健全化の推進
適切な市政情報の提供
職員の意識高揚と人材の育成
総合行政・政策志向型の組織づくり
その他
　　　　    合　計

32
２
３
１
２
４
４
４
16
68

132,770
6,400
△50
△10
[70]
△429
△330
△700
－

137,651

項　目　名 項目数
収支改善額（単位：万円）

実績額目標額

項目ごとの目標額・実績額　［数字］は企業会計。合計には未集計

みんなで広げよう
子育ての輪
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水道の修理は「芦屋市指定水道工事事業者」へ

 夜間（17：00～9：00）水道修理工事当番表【10月】

問い合わせ　水道部工務課維持担当　138-2083

●平日の昼間は水道部へ
　お尋ねください。
●土曜日・日曜日・祝日
　は市役所(131-2121)
　へお尋ねください。
●夜間の修理は右の業者
　が待機しています。

中央水道工務所

越智商会

(有）大阪商会

西岡設備工業所

前忠工業（株）

(資）神明商会

原田商会

22-3552

22-3708

32-6302

22-6900

31-8548

22-3565

22-0706

店　名 TEL 当番日

１、７、13、19、25、31

２、15、21、27

３、９、22、28

４、10、16、29

５、11、17、23

６、12、18、24、30

８、14、20、26

問い合わせ　阪神南県民局県土整備部企画調整担当
106-4869-6100(〒660-0083　尼崎市道意町7-1-3)

親子海上ウォッチング
内　容　海岸線を中心に甲子園まで歩く
日　時　11月10日(日)※小雨決行
　　　　受け付け：午前９時～10時
　　　　ゴールは午後３時まで
コース　Ａ：尼崎・西宮コース(約15km)
　　　　阪神出屋敷駅東口(集合)～北堀運河～
　　　　尼ロック(見学)～甲子園球場(解散)
　　　　Ｂ：芦屋・西宮コース(約15km)
　　　　芦屋市役所北側広場(集合)～芦屋キャナル
　　　　パーク～西宮砲台～甲子園球場(解散)
申し込み　当日直接各コース集合場所へ

内　容　船上から阪神なぎさ回廊を親子で見学
日　時　11月10日(日)Ａ：午前９時30分～午後０
　　　　時30分、Ｂ：午後１時～４時※雨天決行
対　象　尼崎・西宮・芦屋市在住の小学生・中
　　　　学生と保護者
コース　新西宮ヨットハーバー(集合・解散)～芦
　　　　屋キャナルパーク～甲子園浜海浜公園
　　　　沖～尼ロック(見学)バスで解散場所へ
申し込み　往復はがきに全員(4人まで)の住所、
氏名、年齢、電話番号、希望時間を記入し、10
月15日(火)＜消印有効＞までに下記へ。(抽選)

阪神なぎさ回廊ウォーク○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
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大

会
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
全
国
公
募
に
、
二
、

二
三
三
点
の
中
か
ら
最
優
秀
賞
の
栄
を
得

ま
し
た
。
兵
庫
県
が
主
催
す
る
国
体
に
、

ど
う
し
て
も
芦
屋
市
民
か
ら
入
賞
し
た
い

か
な

と
の
一
念
が
叶
い
、
喜
ん
で
い
ま
す
。

　
マ
ー
ク
デ
ザ
イ
ン
の
「
発
想
」
「
制
作
」

「
芦
屋
で
の
賛
歌
」
と
題
し
て
ア
ン
ダ
ン

テ
に
三
号
に
わ
た
り
コ
ラ
ム
を
書
か
せ
て

い
た
だ
く
事
に
な
り
ま
し
た
。
今
号
で
は

「
思
い
を
形
と
色
に
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

デ
ザ
イ
ン
の
発
想
に
つ
い
て
で
す
。
デ
ザ

イ
ン
制
作
は
、
そ
の
テ
ー
マ
の
ニ
ー
ズ
を

い
か
に
美
し
く
、
ま
た
魅
力
の
あ
る
コ
ン

つ
く

セ
プ
ト
で
創
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
受
け
取
ら
れ
る
側
の
共
鳴
も
フ

ァ
ク
タ
ー
の
ひ
と
つ
で
、
時
代
の
流
れ
、

風
の
色
と
で
も
い
い
ま
す
か
、
そ
う
い
う

も
の
が
折
り
込
ま
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
時
あ
た
か
も
、
国
民
の
気
持
ち
を
大
き

く
動
か
す
経
済
問
題
が
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、

長
期
に
わ
た
っ
て
低
迷
が
続
い
て
い
る
現

状
に
「
思
い
き
っ
た
改
革
の
実
行
」
を
イ

メ
ー
ジ
す
る
力
強
い
造
形
も
、
こ
の
た
び

の
発
想
の
原
点
の
ひ
と
つ
で
も
あ
り
ま
す
。

　
国
体
の
シ
ン
ボ
ル
は
ま
ず
「
健
康
」
「
情

熱
」
「
力
強
さ
」
「
ス
ピ
ー
ド
」
「
地
域

振
興
」
等
等
考
え
ら
れ
、
そ
れ
ら
に
マ
ッ

チ
し
た
造
形
を
造
り
出
し
て
い
ま
す
。
ま

ず
兵
庫
県
が
主
催
す
る
こ
と
、
即
、HYOGO

の
〝
Ｈ
〞
を
モ
チ
ー
フ
に
し
ま
し
た
。
マ

ー
ク
の
曲
線
は
、
ス
ピ
ー
ド
、
や
さ
し
さ
、

美
し
さ
、
力
強
さ
を
表
し
、
中
央
の
円
は
、

情
熱
、
平
和
、
日
本
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
表

現
、
両
手
で
「
エ
イ
ヤ
ー
ッ
」
と
大
き
く

胸
を
は
っ
て
、
健
康
の
喜
び
を
表
し
ま
し

た
。
色
彩
に
つ
い
て
は
、
兵
庫
の
豊
か
な

自
然
の
「
緑
」
、
空
と
海
の
「
青
」
、
参

加
選
手
と
国
体
を
支
え
る
人
々
の
情
熱
を

「
赤
」
で
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。

　
次
号
は
現
代
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
作
と
、

Ｉ
Ｔ
以
前
の
手
描
き
デ
ザ
イ
ン
時
代
で
の

面
白
い
話
を
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

和
井
田
　
行
彦(
わ
い
だ
・
ゆ
き
ひ
こ)

氏

　
一
九
三
五
年
大

阪
市
生
ま
れ
。
大

阪
市
立
工
藝
高
校

図
案
科
卒
。
石
油

会
社
広
報
デ
ザ
イ

ン
室
を
経
て
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
設
立
。
市

制
五
十
周
年
記
念
ウ
ォ
ー
ル
・
ペ
イ
ン
ト

記
念
大
賞
、
大
阪
市
国
保
マ
ー
ク
最
優
秀

賞
な
ど
。
現
在
、
新
墨
彩
ア
ー
ト
創
作
中
。

市
内
在
住
三
十
六
年
。

　被災者自立支援金制度の一部が見直され、下記に
該当する世帯(特例対象世帯)の世帯主のかたが申請
できることとなりました。
【特例対象世帯】
平成12年４月28日現在の世帯構成員の中に被災時
世帯主を含み、かつ、当該世帯主が被災していな
い等で被災者自立支援金を支給されていない世帯

【申請期限】
　平成15年３月31日
※その他、全壊・半壊かつ解体(平成12年４月28日ま
で)、所得制限等の取り扱いに変更はありません。

※詳しくは、下記までお問い合わせください。

（新たな制度ではありません）

問い合わせ　地域福祉課援護担当　138-2041

　建築基準法および都市計画法の一部改正(７
月12日公布)により、第１種住居地域、第２種
住居地域、近隣商業地域および商業地域内の住
宅の用に供する建築物については、容積率の制
限を都市計画で定めた数値の1.5倍を限度として、
政令で定める方法により算出した数値に緩和す
ることができる条文ができました。
　市では、容積率については、これまでどおり
都市計画で定めた数値で運用することとして、
手続きを行います。

問い合わせ　建築指導課　138-2114

建築基準法等の改正に伴う容積率の
取り扱いについて

　建築基準法改正に伴い、建ぺい率を新たに指定する都市計画変更案を以下のとおり縦覧します。
◇縦覧件名　阪神間都市計画用途地域の変更(兵庫県決定)案の縦覧
◇縦覧期間　10月２日～15日《平日の執務時間内》
◇縦覧場所　都市計画課(芦屋市役所 本庁舎北館３階)＊県都市計画課でも縦覧できます。
◇意見書　　この案について、住民および利害関係者は縦覧期間中に兵庫県知事に意見書を提出す
　　　　　　ることができます。＊意見書の提出は市都市計画課でも受け付けます。
※なお、指定する数値については、これまで建築基準法で定められていた建ぺい率を定めます。

阪神間都市計画用途地域変更案の縦覧　　　問い合わせ　都市計画課　138-2073

　
四
十
四
人
の
犠
牲
者
を
出
し

た
歌
舞
伎
町
の
雑
居
ビ
ル
火
災

の
教
訓
か
ら
、
消
防
法
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
改
正
は

「
①
消
防
機
関
に
よ
る
違
反
是

正
の
徹
底
、
②
ビ
ル
管
理
者
に

よ
る
防
火
管
理
の
徹
底
、
③
避

難
・
安
全
基
準
の
強
化
」
を
大

き
な
柱
と
し
、
基
本
的
な
制
度

の
改
正
と
い
う
点
で
は
二
十
八

年
ぶ
り
の
大
改
正
と
な
り
ま
す
。

概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

□
違
反
是
正
の
徹
底

①
立
入
検
査

　
消
防
が
行
う
立
入
検
査
の
時
間
制
限
が

廃
止
さ
れ
、
あ
わ
せ
て
事
前
通
告
も
必
要

が
な
く
な
り
ま
す
。

②
措
置
命
令
、
使
用
禁
止
命
令
等

　
消
防
法
令
違
反
が
認
め
ら
れ
る
建
物
に
、

よ
り
迅
速
な
違
反
是
正
措
置
が
で
き
る
よ

う
、
措
置
命
令
、
使
用
停
止
命
令
等
の
発

動
要
件
が
明
確
化
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
建

物
に
対
す
る
措
置
命
令
等
は
消
防
長
ま
た

は
消
防
署
長
が
発
動
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
廊
下
や
階
段
に
放
置
さ
れ

た
物
件
の
除
去
等
に
つ
い
て
は
、
消
防
吏

員
も
命
令
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

③
措
置
命
令
を
発
し
た
場
合
の
公
示

　
消
防
が
措
置
命
令
を
発
動
し
た
場
合
に
、

建
物
へ
の
標
識
の
設
置
、
公
報
へ
の
掲
載

等
に
よ
っ
て
そ
の
旨
を
公
示
し
、
そ
の
建

物
の
利
用
者
等
に
周
知
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
公
示
の
具
体
的
な
方
法
は
、
今
後
、

省
令
で
定
め
ら
れ
る
予
定
で
す
。

□
防
火
管
理
の
徹
底

①
建
物
の
定
期
点
検
報
告
制
度
の
導
入

　
一
定
の
規
模
・
用
途
の
ビ
ル
管
理
者
は
、

火
災
予
防
に
関
す
る
専
門
的
知
識
を
有
す

る
者(

防
火
対
象
物
点
検
資
格
者)

に
、
消

防
用
設
備
等
の
設
置
維
持
や
防
火
管
理
上

必
要
な
業
務
等
に
つ
い
て
定
期
的
に
点
検

さ
せ
、
消
防
署
に
報
告
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
た
だ
し
、
消
防
法
令
を
遵
守
し
て

い
る
優
良
な
建
物
は
、
こ
の
点
検
報
告
義

務
が
免
除
さ
れ
る
特
例
認
定
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
具
体
的
な
手
続
き
は
、

今
後
、
政
省
令
で
定
め
ら
れ
る
予
定
で
す
。

②
定
期
点
検
済
表
示
、
認
定
表
示
制
度
の

　
導
入

　
定
期
点
検
を
実
施
し
た
際
や
点
検
の
免

除
認
定
を
受
け
た
際
は
、
建
物
の
利
用
者

等
に
わ
か
る
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
定
期
点
検

済
表
示
と
特
例
認
定
表
示
を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

□
避
難
・
安
全
基
準
の
強
化

　
廊
下
・
階
段
等
に
避
難
の
支
障
と
な
る

物
件
が
存
置
さ
れ
な
い
よ
う
、
ま
た
、
防

火
戸
の
機
能
障
害
と
な
る
物
件
が
存
置
さ

れ
な
い
よ
う
管
理
す
る
こ
と
が
、
法
律
上

明
確
に
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。

□
そ
の
他

①
関
係
機
関
と
の
連
携

　
火
災
予
防
を
効
果
的
に
進
め
る
た
め
、

消
防
が
警
察
や
建
築
行
政
庁
等
関
係
す
る

官
公
署
に
対
し
、
照
会
、
協
力
要
請
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

②
罰
則
の
強
化

　
今
回
の
改
正
で
、
す
べ
て
の
罰
金
額
が

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
特
に
建
物
の
火
災

予
防
措
置
命
令
違
反
は
、
行
為
者
に
対
す

る
罰
則
を
引
き
上
げ
る
ほ
か
、
法
人
に
対

し
て
一
億
円
以
下
の
罰
金
刑
を
課
す
る
等
、

罰
則
の
引
き
上
げ
お
よ
び
両
罰
規
定
の
整

備
が
図
ら
れ
ま
す
。

③
施
行
期
日

　
建
物
の
定
期
点
検
報
告
制
度
に
係
る
部

分
を
除
き
、
十
月
二
十
五
日
か
ら
施
行
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
建
物
の
定
期
点
検
報
告

制
度
は
、
新
た
な
制
度
で
諸
々
の
準
備
が

必
要
な
た
め
、
平
成
十
五
年
十
月
一
日
か

ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◆被災者自立支援金制度の一部見直し◆

消防法が一部改正されます
問い合わせ  消防本部予防課　138-2098

　阪神・淡路大震災の教訓を踏まえ、下水処理場を地域の準防
災拠点と位置付けている点や、環境にやさしく市民に親しまれ
る下水処理場を目指したさまざまな工夫をこらしている点など
が評価され、南芦屋浜下水処理場が下水道有効利用部門(事例
名：住民のうるおいの場創出～せせらぎの設備～)で第11回(平
成14年度)国土交通大臣賞(いきいき下水道賞)を受賞しました。

南芦屋浜下水処理場(愛称ウォーターパーク)が

国土交通大臣賞(いきいき下水道賞)を受賞

問い合わせ　下水処理場　132-1291

ア�ン�タ�ン�テ�
思いを形と色に

デザイナー　和井田　行彦
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① 6:00

② 8:30

③11:00

④13:30

⑤16:00

⑥18:30

⑦21:00

みてみて９(番組ガイド)
あしやＮＯＷ(＊)
とびだせスタジオ　あしやリポート(＊)　となり街をたずねて－鳴尾浜－

長寿の食卓
芦屋の人(＊)
　

芦屋市民企画番組(＊)
ＩＴくんＱ＆Ａ
撮りっきり芦屋(＊)
文字放送
西宮ライブラリー

ニッポンみたまま(30分番組)

9ch
広�
報�

番�
組�
ガ�
イ�
ド�

レ�
ビ�
テ�

10／１(６:00～) ～10／14 (～23:30)

１
時
間
目

２
時
間
目

開始時刻

■放送時間　午前６：00～午後11：30(上記の順に午前６時から２時間30分サイクルで７回繰り返し
　放送します)　　　　　　　　　　　　　　■(＊)印の番組はビデオの貸出可
■広報チャンネルに関する問い合わせ　広報課　138-2006　■ケーブルテレビ全般に関する問い
　合わせ　㈱ケーブルネット神戸芦屋(Ｊ－ＣＯＭ Broad band 神戸・芦屋) 70120-13-8160

フォーカス芦屋「初の建築物制限条例始まる」

「釣りをするなら海釣り公園で」
メンバー募集・イベント情報・おやじの背中
「和井田行彦さん(兵庫国体シンボルマーク作者)」
「モンテベロ＆芦屋～心の交流いつまでも」
メール編③「写真付きメールを送ろう」
「芦屋市立幼稚園　９園紹介」
「救急当番医」「芦屋市の相談窓口」
ふるさと昔話「六石の渡し」
　　　　「明日の社会へあなたもリ・スタイル！～循環型社会への挑戦～」

00
05
25

40
50
　

00
20
25
45
50
00

問い合わせ　社会福祉協議会　132-7530

問い合わせ　スポーツ・青少年課　122-7910

公民館講座のお知らせ　　問い合わせ　公民館　135-0700(〒659-0068 業平町8-24)

11月２日～12月７日
全５回、土曜日
午前10時～11時30分

10月26日～３月15日
全６回、土曜日
午後２時～３時30分
10月24日～12月12日
全７回、木曜日
午前10時～11時30分

10月25日～11月22日
全５回、金曜日
午後１時15分～３時
15分

日　時 会場・定員・受講料講座名／講座内容／講師

■環境を考える講座－身近なところから
暮らしの中から考える環境／中瀬勲氏(県立人と自然の博物館)
捕鯨から見た異文化接触／森田勝昭氏(甲南女子大学)
異常気象と環境／賽馨氏(京都大学)ほか
■世界はニュースだけではわからない(時事経済解説)
国連と平和／星野俊也(大阪大学)
以降のテーマ・講師は直前回にお知らせします。
■楽しく生きるための講座　
芸術への招待－声楽をあなたに／中村朋子氏(ソプラノ)
人物日本史「宮本武蔵とその生き方」／菅原美文氏(歴史研究家)
秋の植物・あれこれ／近藤浩文氏(県自然保護指導員)ほか
■初心者向け「パソコン講座」
簡単なワード、エクセル、年賀状作りなど。ゆっくりペース
でパソコンを楽しみ、友達作りを目的に行います。(パソコ
ンがあるかたが対象)

■申し込み　往復はがきに(複数の講座も１枚のはがきで可)①講座名②住所③氏名④電話番号⑤年齢⑥
　　　　　　性別を記入し10月10日(木)＜消印有効＞までに公民館へ。応募者多数の場合抽選(市内在住
　　　　　　優先)､定員に満たない場合は､引き続き先着順で受け付け
■受講料　講座の初回に各講義室で。受講料は全回通しの金額。受講料の返金はできません

体育の日の行事

期　間　10月19日～11月24日　　　　　　　　　　　　　　　　　
会　場　美術博物館・第１展示室、ギャラリー
観覧料　一般500(400)円、大高生400(320)円、
　　　　中学生以下無料　
　　　　※(　)内は団体料金(20人以上)
同時開催　美術常設展「女性を写す－中山岩太－」
　　　　　歴史企画展「阪神大水害」(～12月15日)
　　　　　ホールワークショップ「美術のかたち」毎週土曜日

時　間　ＡＭは午前10時～　
　　　　正午、ＰＭは午後　
　　　　１時～３時(最終　
　　　　日のみ４時)
会　場　女性センター
対　象　地域で育児サポー　
　　　　ターを志す人
定　員　30人(先着順)
受講料　無料
　　　　(別途要資料代　　
　　　　2,500円)

　私たちが家庭・職場・地域社会で暮らしていく上でのコミュニケー
ションの技術、自分の気持ちを伝えるアサーション(相手の立場や人
権を尊重し、お互いを大切にしながらコミュニケーションをする自己
表現法)を実習を交えて楽しく修得していきます。

　ギャラリー部門　　会　場　市民センター
■芦屋市身体障害者福祉協会作品展　�10月11日～14日　�常設展示場
■芦屋茶華道展　�10月12日～14日　�301･302室　■第４回芦屋油絵
クラブ展　�10月16日～19日　�多目的Ａ　■第10回和紙ちぎり絵芦屋
教室作品展　� 1 0月16日～19日　�多目的Ｂ　■押花教室＋Ash i y a
Pressed Flower Club 合同展示会　�10月16日～19日　�301室　■芦
陶会作品展　�10月18日～21日　�常設展示場　■絵画グループおいし
いクラブ作品展　�10月20日～24日　�多目的Ａ　■美芦の会作品展　
�10月20日～24日　�多目的Ｂ　■第33回　芦屋絵画グループ展　�

10月20日～24日　�301室　■朗々会作品展示会　�10月25日～28日　
�常設展示場　■芦屋カメラクラブ写真展　�10月25日～10月28日　�

多目的Ａ　■あしやＹＯ倶楽部 写楽会写真展　�10月25日～28日　�

多目的Ｂ　■秋の盆栽展　�10月25日～28日　�301・302室　■第31回
アシヤフォトクラブ写真展　�10月30日～11月２日　�多目的Ａ　■く
すのきのいえ・なかよしクラブハウス作品展　�10月30日～11月７日　
�多目的Ｂ　■世界の切手展　�11月８日～11月11日　�常設展示場　
■三条コミスク図工クラブ作品展　�11月8日～11日　�多目的Ｂ　
■芦屋川カレッジ学友会美術展　�11月８日～11日　�301･302室
　ステージ部門　　会　場　ルナ・ホール
■第30回記念公演　民踊・新舞踊大会　�10月14日(月・祝)午前10時
開演　■ハーモニー  ＫＩＤＳ ミュージカル第23回発表会“天使の笑
顔”　�10月19日(土)午後６時開演　■第20回民謡発表会　�10月20
(日)午前10時30分開演　■劇団ＡＳＡミュージカル第18回公演「トス
ティ物語」「伊勢物語」　�10月26日(土)午後２時開演　■芦屋市吟詠
剣詩舞連盟創立三十周年記念大会　� 10月27日(日)午前10時開演　■
ちゃいるど＆ママ　モダンダンス　2002ＭＩＸ’Ｓ発表会　�11月２日
(土)午後６時開演　■芦屋三曲協会演奏会　�11月４日(月・振休)正午
開演　■各流邦舞大会　�11月９日(土)午後１時開演　■第37回　芦屋
合唱祭　�11月10日(日)正午開演

平成14年度市民福祉講座

いつまでも心豊かに暮らしていくために

自分らしく人とかかわろう

『コミュニケーション／アサーションの技術』

日　程

11月６日
(水)

11月13日
(水)

11月20日
(水)

テーマ

「作る楽しみ　食べる喜び」
－いつまでも元気でいきるために－

「10歳若返るメイクアップ」
－いつまでも美しく生きるために－
「ほほえみは人生のビタミンＣ」
－いつまでも楽しく生きるために－

講　師
為後喜光氏(辻学園
調理技術専門学校
技術教育本部長)
渡部和子氏(メイク
アップアドバイー)
芝垣哲夫氏(摂南大
学教授)

問い合わせ　上宮川文化センター　122-9229

講  師

白川蓉子氏(神戸大学発達科学部教授)

上田理恵子氏(マザーネット社長)
徳満広江(学校栄養士)
原坂一郎氏(神戸市立葺合保育所保育士)
鈴木紀元氏(小児科医)
棚原博子(市職員)
渡辺厚子(芦屋病院助産師)
瀬戸山敏子(保健センター保健師)
吉田祐美子氏(芦屋保育サポートセンター代表)
西村雅代、林雍子(市職員)

日程
10月21日
(月)

10月22日
(火)

10月23日
(水)

10月24日
(木)

10月25日
(金)

カリキュラム

心の発達とその問題

育児支援の背景
子どもの栄養と食生活
子どもの遊び
子どもの健康管理
子どもの世話
病児の保育
子どもの身体の発育
保育サポートの今後の
活動等

①育児サポーター養成講座

　　　  要約筆記ボランティア養成講座
日　時　11月６日～12月４日、毎週水曜日(全５回)
　　　　午後１時30分～３時30分
会　場　福祉会館114室ほか
申し込み　10月２日(水)より電話で社会福祉協議会へ

女性センター講座のお知らせ

特別展「モダニズムを生きる女性～阪神間の化粧文化～」
問い合わせ　文化振興財団　131-4962

日　時　10月18日(金)午後２時～４時
会　場　芦屋市医師会医療センター・健康教育室
講　師　岡和子氏(「ラクラク老親介護」の著者)
申し込み　当日、直接会場へ

問い合わせ　芦屋ハートフル福祉公社
138-3122(〒659-0054 浜芦屋町3-26)

時間
ＡＭ
ＰＭ
ＡＭ
ＰＭ
ＡＭ
ＰＭ
ＡＭ
ＰＭ
ＡＭ
ＰＭ

福祉講演会

“がんばらない介護生活”を始めてみませんか？

時　間　いずれも午後２時～　　　会　場　公民館・音楽室
定　員　60人(先着順)
申し込み　10月７日(月)より電話で社会福祉協議会へ

平成14年　芦屋市民ギャラリー・ステージ

■ワードで作る「年賀状一日講習会」＜初心者向け＞
Ａコース　11月１日(金)、８日(金)、午前９時30分～11時30分 　
Ｂコース　11月２日(土)午前10時～午後３時　※各コースともパソコンのあるかた対象
Ｃコース　11月９日(土)午前10時～午後３時　※Ｃコースは「メールで送る年賀状」作成

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　明治36年に神戸花隈で設立された中山太陽堂
(現、株式会社クラブコスメチックス)を取り上げ、
華麗なパッケージデザインや、宣伝広告の全貌を一
堂に展示し、阪神間の化粧文化を展望します。

問い合わせ　美術博物館　138-5432(〒659-0052 伊勢町12-25)

10月12日(土)
【新体力テスト測定会＆健康体力相談】
�朝の部：午前10時～、昼の部：午後１時30分～　�体育館・青少年セ
ンター競技場と川西運動場　�握力、長座体前屈、立ち幅跳び、開眼片
足立ち、20ｍシャトルラン等　�各開始10分前に受付　�小学生～79歳
【各種ゲーム大会(芦屋チャンピオンになろう！)】
�①長縄跳び大会(６人１組)②サッカーＰＫ合戦(１チーム６人)③50ｍ
競走大会(タイムレース)④グラウンド・ゴルフ大会(４ホールスコア)⑤
ペタンク・ティール合戦(６ｍ20投でのティール数)⑥ストラックアウト
大会(野球)⑦アキュラシー(的当て)大会(５ｍ10投)　�①午前10時～正
午②～⑦午後１時～４時　�川西運動場　�①②10月７日(月)までにス
ポーツ・青少年課へ。③～⑦開始10分前に受付　�小学生～一般　
※各年代ごとに表彰　
10月13日(日)
【スポーツ・ワンポイントレッスン～バドミントンと卓球～】
�午前９時30分～正午(１人40分程度)　�体育館・青少年センター競技
場　�芦屋バドミントン協会・牧野君代、芦屋市卓球協会・若林裕子　
�10月10日(木)までにスポーツ・青少年課へ
【親子体操のつどい】
�午前10時～11時30分　�体育館・青少年センター競技場　�ふぁーす
とすてっぷ・井上弘子氏　�当日受付　�幼児～小学校低学年と大人
10月14日(月・祝)
【高齢者のための転倒予防体操講座】
�午前９時30分～11時　�体育館・青少年センター剣道場　�厚生労働
省認定健康運動実践者・仁田泰美氏　�当日受付　�中・高齢者
【ニュースポーツ体験フェスタ】
�午後１時～４時　�ＪＲ芦屋駅前北側ペデストリアンデッキ　�芦屋
市体育指導委員会　�当日受付
【スポーツ・ワンポイントレッスン～ゴルフ～】
�午後１時～４時　�芦屋カンツリー倶楽部　�スウィングチェック等
(１人40分程度)　�10月10日(木)までにスポーツ・青少年課へ　�一般
のみ
体育の日協賛行事
＊記載のない場合、申し込みは、当日、開始10分前に受け付けです。
10月12日(土)
■市民ハイキング　�午前８時30分～午後４時　�芦屋市北部山地(阪
急岡本駅集合)　�250円　�芦屋登山会・大山(131-1923)　■健康ウォー
キング　�午前９時30分～正午　�市役所北側広場集合→灘酒蔵７カ所
�芦屋ウォーキング協会・大h(134-3007)　■ダンベル体操初心者講
習会　�午前10時～11時30分　�市民センター401室　�芦屋ダンベル
体操クラブ・下部(134-1296)　■中国古典音楽に合わせて楽しく健康
づくり　�午後１時～２時3 0分　�体育館・青少年センター柔道場　
�芦屋市木蘭花架拳協会・有村(131-7754)　■ダブルダッチ体験　�

午後１時～３時　�ＪＲ芦屋駅前北側ペデストリアンデッキ　�兵庫な
わとびクラブ・荒谷(10795-67-4202)
10月13日(日)
■癒しマッサージ　�午前10時～11時30分　�体育館・青少年センター
剣道場　�芦屋市レクリエーションスポーツ協会事務局(122-7910)　
■ジュニアヨットスクール　�午前10時～午後４時　�芦屋マリンセン
ター　�小学５年生～高校生、先着1 5 人　�往復はがきに住所、氏名、
年齢を記入し右記へ　�芦屋ヨットクラブ・大森(1 38 -2646  〒659 -
0031 新浜町7-10-106)　■ピンポン　�午後０時30分～２時30分　�体
育館・青少年センター競技場　�芦屋市卓球協会・浜野(123-6788)　
■ペタンク初心者講習会と交流大会　�午後１時3 0分～４時　�上宮
川公園　�芦屋市ペタンク協会・佐藤(131-0897)
10月14日(月・祝)
■三世代交流ゲートボール大会　�午前９時～正午　�中央公園芝生広
場　�芦屋市ゲートボール協会・北岡(123-0569)

期　間　10月22日から12月13日の火、金曜日の午後
　　　　11月26日と12月３日は終日、その他実習等で２日間程度
会　場　芦屋市医師会医療センター等
内　容　高齢者や障害のあるかたに家事・介護サービス等を提供する
　　　　ホームヘルパー養成講座
定　員　40人(応募者多数の場合、選考)
受講料　14,000円(初日に徴収します)
申し込み　往復はがきに、住所、氏名、年齢、電話番号を記入し、10
　　　　　月12日(土)までに芦屋ハートフル福祉公社へ

女性センターミニ展示
大西みゆき　シャドーボックス展
日　時　10月１日～30日
　　　　(土、日、祝日を除く)
　　　　午前９時～午後５時
会　場　女性センター

　本年度「第38回谷崎潤一郎賞」(中央公論新社主催)の受賞者は、該
当者なしという選考結果になりました。
　谷崎潤一郎賞の過去の受賞者の中から1987年に受
賞した筒井康隆氏を迎え、講演会を開催します。
日　時　10月31日(木)午後２時～４時(午後１時開場)
会　場　ルナ・ホール
講　師　筒井康隆氏
　　　　第23回谷崎潤一郎賞受賞作家
　　　　[受賞作品：｢夢の木坂分岐点｣]
定　員　650人(応募者多数の場合は抽選)
申し込み　10月16日(水)＜消印有効＞までに、
　　　　　往復はがき(１人１枚)に、住所、氏名、年齢、電話番号を
　　　　　記入の上、谷崎潤一郎記念館「講演会」係へ

問い合わせ　
谷崎潤一郎記念館　123-5852(〒659-0052 伊勢町12-15)

日　時　10月24日(木)午後２時～４時
会　場　上宮川文化センター・ホール
講　師　岡本祐三氏(医師・国際高齢者医療研究所所長）
申し込み　当日、直接会場へ　　　

講演会「高齢者介護と人権」

問い合わせ
芦屋市人権教育推進協議会(生涯学習課内)　138-2091

谷崎潤一郎賞記念特別講演会

「現代文学の問題」

申し込み　①②いずれの講座も、電話、ファクス、はがき、Ｅ
　　　　　メール(josei -ce@ci ty .ashiya .hyogo. jp)で住所、
　　　　　氏名、年齢、電話番号、講座名、②は一時保育希望
　　　　　者は子どもの名前、生年月日、性別を①10月16日(水)
　　　　　②11月１日(金)までに女性センターへ

訪問介護員養成研修講座(県認定3級課程)申し込み　①②い
ずれも、往復はが
きに住所、氏名、
年齢、電話番号を
記入し、10月15日
(火)＜必着＞まで
に美術博物館へ。
②は希望日も記入
してください(時
間は当方で決定し
ます)

①関連講座「モダニズム・女性・化粧連続講座」
10月20日(日)「明治・大正・昭和の化粧品流通」
　　　　　　　／安島幸雄氏(ビューティーサイエンス学会評議員)
10月26日(土)「モダン女性の化粧」／村田孝子氏(ポーラ文化研究所)
11月２日(土)「中山太陽堂と宣伝広告」／明尾圭造(本館学芸員)
11月９日(土)「ファッションプレートが届けるパリの香り」
　　　　　　　／西村美香氏(京都嵯峨芸術大学短期大学部)
時　間　いずれも午後２時～３時30分
会　場　美術博物館・講義室
定　員　60人(要予約)
参加費　2,000円(全４回分、初日に会場で)

問い合わせ　女性センター　138-2023
FAX38-2175(〒659-0092 大原町2-6 ラ・モール芦屋２階)

問い合わせ　社会福祉協議会　132-7530

問い合わせ　芦屋ハートフル福祉公社　138-3122

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

②阪神間女性センターリレー講座

　ＮＰＯで自己実現－あなたは働く？
　起業する？～ＮＰＯって何？？～

②関連企画「レトロ化粧室にてメイク体験」
日　時　10月27日(日)、11月４日(月・祝)、10日(日)、
　　　　17日(日)、いずれも午後１時～３時40分
会　場　美術博物館・第１展示室
内　容　専門指導員によるスキンチェックとメイク
　　　　アップサービス
定　員　各日ともに定員４人(40分×４人)
参加費　観覧料500円(当日、受付で)

日　時　10月17日、24日、31日、11月７日
　　　　いずれも木曜日午後６時30分～９時30分
会　場　上宮川文化センター・大会議室
講　師　上村光弼氏
　　　　(コミュニケーション・テクノロジー研究所所長)
内　容　・心理テストでわかる「あなたのコミュニケーションタイプ」
　　　　・「リスニング」聴き上手を科学する
　　　　・気持ちが伝わる「アサーションの技術」
受講料　2,000円(教材費含む)
定　員　20人(先着順)４回とも参加できるかた
申し込み　10月２日(水)午前９時15分から電話で上宮川文化センターへ

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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来
は
違
反
の
食
品
を
廃

棄
ま
た
は
返
送)

★
罰
則
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

《
Ｊ
Ａ
Ｓ
法(

農
林
物
資
の
規
格
化
及
び
品
質
表
示
の
適

正
化
に
関
す
る
法
律)

の
改
正
》

　
生
鮮
食
品
に
は
原
産
地
、
加
工
食
品
に
は
原
材
料
名

の
表
示
が
必
要
で
す
。
こ
の
表
示
が
消
費
者
が
食
品
を

選
ぶ
上
で
大
切
な
情
報
源
と
い
え
ま
す
。
し
か
し
狂
牛

病
騒
動
以
後
、
牛
肉
や
鶏
肉
の
偽
装
表
示
が
相
次
い
で

発
覚
し
、
表
示
に
対
す
る
消
費
者
の
信
頼
を
揺
る
が
し

ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
が

改
正
さ
れ
ま
し
た
。(

七
月
よ
り
施
行)

〈
改
正
点
〉

★
不
正
発
覚
後
す
ぐ
に
業
者
名
を
公

表
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。(

従
来
は
発
覚
後
行
政

の
指
示
に
従
わ
な
い
場
合
の
み
公
表)

★
罰
金
額
や
罰
則
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

　
食
品
メ
ー
カ
ー
に
は
モ
ラ
ル
と
安
全
性
へ
の
意
識
改

革
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
私
達
消
費
者
も
食
品
の
安
全

に
つ
い
て
厳
し
く
目
を
光
ら
せ
、
食
品
表
示
に
不
審
を

感
じ
た
ら
、
食
品
表
示
１
１
０
番(

０
１
２
０
│
４
８
１

│
２
３
９)

に
尋
ね
ま
し
ょ
う
。

問い合わせ 経済課内  138-2034

フリーマーケット出展者募集
日　時　10月27日(日)午前10時～午後３時
　　　　＊雨天の場合、11月10日(日)午前10時～午後３時に順延
会　場　ＪＲ芦屋駅北側ペデストリアンデッキ
応募資格　市内在住の人で営利を目的としないこと
出店料　1,000円
出店数　28店程度
申し込み　はがきに①名称など②住所、氏名、電話番号、ＦＡＸ③品
　　　　　物を明記して、10月10日(木)＜必着＞までに下記へ
＊10月21日(月)午後２時から芦屋市商工会館２階・会議室で行う抽選　
　会に出店申込者は必ず参加してください。(不参加のときは失格)

日　時　10月25日(金)午前10時～11時30分
会　場　市民センター401室
内　容　最近の政局等について
講　師　泉和幸氏(経済評論家)
申し込み　当日直接会場へ
託　児　託児希望のかたは、事前に選挙管
　　　　理委員会に連絡してください

明るい選挙推進大会講演会

「逆境に道あり」
－2003年を占う－

問い合わせ　選挙管理委員会　138-2100問い合わせ　環境施設課　132-5391(〒659-0032 浜風町31-1)

日　時　11月９日(土)午後２時～４時
会　場　女性センター
講　師　森綾子氏(特定非営利活動法人宝塚
　　　　ＮＰＯセンター事務局長)
内　容　ＮＰＯって何？、ＮＰＯで働く意
　　　　義、コミュニティ・ビジネスで起
　　　　業(個別相談コーナーあり)
定　員　男女30人
一時保育　２才以上就学前の幼児

市民センター講義室ほか
60人
1,000円

市民センター401室
100人
1,000円

市民センター401室ほか
100人
1,000円

市民センター217室
18人
2,000円

市民センター217室
各コース16人
1,000円

●凡例…�日時（日程）、�会場、�内容、�対象・定員、�費用(記載の無い
催しは無料)、�講師、�申し込み、�問い合わせ

こちら消費生活センターです
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不燃ごみ 収集カレンダー

問い合わせ
　(粗大ごみの申し込み)　　 受　付　122-2166
　(ごみの持込)　　　　 環境施設課　132-5391
　(ごみ収集全般)　 環境サービス課　122-2155

※町ごとに決められた曜日(月曜～金曜)に出してください。

内　　　容 日　　時 対象・経費・その他

在宅ねたきり予防
訪問指導

在宅で40歳以上の療養者
（無料）

在宅ねたきり者
歯科訪問指導

市民健診
（肺がん検診40歳以上）

貧血検査

在宅で60歳以上の寝たき
り、準ずるかた（無料）

16歳以上→胸部X線・血
圧・検尿（無料）40歳以上
→前記の他 心電図・血液
検査（400円）・歯科検診
妊婦→血液検査（予約制）

16歳以上（130円）

35歳以上（成人病予防11
項目5500円）

20歳以上（1000円）
超音波法

成人を対象に医師による
相談（無料）

35歳以上（1000円）

30歳以上。子宮がん（1000
円）乳がん（400円）

40歳以上（800円）、採便
容器を渡し、とり方の説明

健康チェック
（予約制）

骨粗しょう症健診
（予約制）

栄養相談（予約制）

健康相談（予約制）

胃がん検診（予約制）

子宮（頚部）がん検診
乳がん検診

大腸がん検診

内　　　容 日　　時 対象・経費・その他

ツベルクリン反応検査
ツ反判定・BCG接種

妊婦お産の相談室
（予約制）

新生児訪問指導

育児相談

なかよし育児教室
（予約制）

4カ月児健康診査

1歳児健康診査

1歳6カ月児健康診査

3歳児健康診査

アレルギー相談
（予約制）

アレルギー健診
（予約制）

歯周病予防教室

助産師による相談（無料）

出生連絡票返送者

主に乳児、母子健康手帳持参
身体計測子育て相談（無料）

6～7カ月児
母子健康手帳持参（無料）

H14.6.1～15生まれ
H14.6.16～30生まれ
（無料）

H13.9月生まれ（無料）

H13.4.1～15生まれ
H13.4.16～30生まれ
（無料）

H11.6月生まれ（無料）

アトピー性皮膚炎、喘息
等の相談

歯の無料相談等
歯科医師会館

内　　　容 日　　時 対象・経費・その他

親と子の心の健康相談
（予約制）

子育ての悩み
ことばの遅れ、しつけ
相談（児童精神科専門医）

療育相談（予約制）
子どもの発達について、
専門医による相談

検便（赤痢、O-157等）
水質検査

有料。特殊項目水質検査な
どは第1・3月曜日

一般健康相談
事業所検診
（電話予約制）

有料。入学・就職時等の診
断書作成、診察、尿・血液検
査、胸部X線、心電図、エ
イズ検査、Ｂ型・Ｃ型肝炎
ウィルス検査

保健センター 　131-1586　阪神芦屋駅から北へ200m 市民健診、各種がん検診は70歳以上無料（要認印）

芦屋健康福祉事務所（芦屋保健所） 132-0707　国道2号線業平橋東へ150m

内　　　容 日　　時 対象・経費・その他

こころの相談（予約制）

老人の痴呆
うつ、ノイローゼ、不眠、
アルコール等の相談
(精神科専門医）

アルコール依存症
家族会

アルコール問題に悩んで
いる家族（要事前連絡）

あじさいの会（痴呆性
老人家族会）

介護者のつどい
託老希望の方は要事前連絡

専門栄養相談
（予約制）
（栄養表示基準につい
　ても含む）

対象：中等度以上の肥満、
高血圧、高脂血症等3種類
以上の危険因子を有する
方、食物アレルギーにより
除去食を余儀なくされてい
る方等

8日
13：30～14：30

10日
13：30～14：30

毎週月・火・水曜日
9：00～12：00

4日・18日
13：00～14：00

2日・15日
13：30～14：30

11日
10：00～12：00

21日
13：30～15：30

1日・8日
10：00～12：00

21日
13：30～15：30

随時

17日
9：30～10：30

28日
9：45～11：30

1・22日
13：15～14：00
場所　芦屋健康福祉事務所

委託医療機関で実施

10・24日13：15～14：00
場所　保健センター

3日13：15～14：00
場所　芦屋健康福祉事務所

7日
9：30～10：30

18日
13：00～14：00

16日
13：00～14：30

随時、
保健センターに
お申込みください

12月分予約受付中
9：15～

11月分予約受付中
9：30～10：00

15日
9：30～11：00

8・29日
13：00～15：00

10・17・21・24・28・31日
9：15～10：30

随時（医療機関で診療
時間の午前中）

受付随時　提出日：1・8・15・
22・29・11/5日　午前中

小児から高齢者まで
生活習慣病他（無料）

1日
9：30～10：30
血液検査前4時間
絶飲絶食

28日・30日
13：30～14：30

■日曜・祝日救急当番医

項　目
試験日

天　　　　　　候
気　　　温 （℃）
検　水　名
水　　　温 （℃）
Ｐ　　　Ｈ
Ｓ　　　Ｓ（mg/R）
Ｂ　Ｏ　Ｄ（mg/R）
大腸菌群数（個/p）

備　　　　　　考

「下水」の水質検査結果 下水処理場132-1291

用語の説明【ＰＨ】水素イオン濃度。酸性度を示し７が中性。７より大きいほ
どアルカリ性が、小さいほど酸性が強い【ＳＳ】不溶性の固形物。水質汚染の
原因になる【ＢＯＤ】生物化学的酸素要求量。数値が高いほど有機物が多い。

平成14年8月21日（水）
活性汚泥
法処理に
よる基準

5.8～8.6
70以下
20以下
3,000以下

前　日　晴　れ
前々日　晴　れ

前　日　晴　れ
前々日　晴　れ

晴　れ
27.3

晴　れ
32.9

流入水
　27.2
　　7.2
　   98
　 155
260,000

処理水
　27.1　
　　6.6　
　3　
　　3.8　
　0　

流入水
　27.6
　　7.1
　    59
　    84
113,000

処理水
　28.6　
　　6.6　
　2　
　1　
　0　

平成14年9月4日（水）

第１週　その他ごみ
第２週　カン
第３週　ビン・
第４週　カン
第５週　その他ごみ

10月

日　月　火　水　木　金　土
　　　　１　２　３　４　５
６　７　８　９　10　11　12
13　14　15　16　17　18　19
20　21　22　23　24　25　26
27　28　29　30　31

第１週　その他ごみ
第２週　カン
第３週　ビン・
第４週　カン
第５週　その他ごみ

11月

日　月　火　水　木　金　土
　　　　　　　　　　１　２
３　４　５　６　７　８　９
10　11　12　13　14　15　16
17　18　19　20　21　22　23
24　25　26　27　28　29　30

ペット
ボトル

印は非回収日

印は非回収日

ペット
ボトル

小児を対象に医師による
健診

3カ月～4歳未満児（母子健康手
帳・申込書・体温計持参、無料）

●芦屋病院健康教室
日　時　10月16日(水)午後１時30分～３時
会　場　芦屋病院外来棟５階外科側(東側)ロビ－
テーマ 「今、あらためて高血圧を問う」
①「家庭用血圧計の普及で高血圧治療が変わった！」
　　～高血圧治療ガイドラインより～
　　　　　　　　　　　　　金井秀行内科主任医長
②「高血圧薬についての基礎知識」見田秋与志薬剤師
③「高血圧・食事療法の提案」澤田かおる管理栄養士
問い合わせ　芦屋病院総務課管理担当

●糖尿病教室
日　時　10月11日(金)午後１時30分～３時
会　場　芦屋病院南病棟１階講義室
テーマ 「透析治療について」
　　　　　　　　　　住吉川病院院長　井上聖士氏
問い合わせ　芦屋病院栄養科

●健康大学＜一般公開講座＞
日　時　10月３日(木)午後２時～４時
会　場　芦屋市医師会医療センター
内　容　講演「加齢と生活習慣病」神戸大学大学院
　　　　医学系研究科老年内科学教授　横野浩一氏
問い合わせ　保健センター

●幼児の食事とおやつの教室
日　時　10月11日(金)午前10時～11時30分
会　場　保健センター
内　容　２～３歳児とその保護者のかたを対象に　
　　　　「野菜の上手な与え方」の講話、試食、
　　　　育児相談など。　　　　　　
定　員　30人(予約制)
問い合わせ　保健センター

●プレおや教室(母親学級)後期クラス
①11月６日(水)午後１時30分～３時30分
　「お産のはじまりとすすみ方」
　「痛みをのがす呼吸法(運動できる服装)」
②11月20日(水)午後１時30分～３時30分
　「赤ちゃんとの生活をイメージしよう」
会　場　保健センター　　定　員　25人(予約制)
持ち物　母子健康手帳、テキスト(運動のできる服装)
費　用　前期未受講のかたのみテキスト代200円
問い合わせ　保健センター

●アレルギー教室
①10月25日(金)午後１時30分～３時30分
　講演「小児ぜんそくの予防と治療」
　　　　　　　　　　かわもり小児科医師　河盛重造氏
②11月１日(金)午後１時30分～３時30分
　「ぜんそくを予防する日常生活の環境整備について」
　＜採取ダニ結果報告、掃除実習等＞
※ダニ検査希望者は10月11日(金)までに“検査セット”
　を保健センターへ取りにきてください。
会　場　保健センター　
定　員　30人(予約制、託児あり)
問い合わせ　保健センター

●第22回芦屋健康フェア参加者募集
日　時　11月９日(土)午前10時～午後４時
会　場　芦屋市医師会医療センター・保健センター
【食生活診断(カロリーチェック)】定員50人(予約制)
【体内成分(バランスチェック)】定員85人(予約制)
申し込み　はがきに、希望診断チェック名・氏名・　
　年齢・住所・電話番号を明記し、カロリーチェック
　は10月11日(金)まで、バランスチェックは10月25日
　(金)までに、下記へ(応募多数の場合は抽選)
問い合わせ　保健センター(〒659-0065 公光町5-10)

●内科・小児科　９：００～１７：００
　　　　休日応急診療所 1２１－２７８２
(芦屋市医師会医療センター内、公光町5-13 １階）

●歯科　９：００～１２：００
　　　　芦屋市歯科医師会 1２３－６４７１
10/６　Zh歯科医院 1３１－８０２０
10/13　原田歯科医院 1３１－３０３３
10/14　若林歯科 1２２－４８８２
10/20　和田歯科医院 1３１－０３８４
10/27　村岡歯科 1３４－６４３０
11/３　明石歯科医院 1３１－１５６０

●夜間在宅輪番
＊金曜日20時～23時は下記のとおり。(　)内は診療科目
10/４　山下医院(内、外) 1２２－５１２４
10/11　福岡外科(外) 1３１－５５８８
10/18　荻野医院(内) 1２３－６２２６
10/25　幸原小児科内科(内、小) 1２２－０３３８
11/１　中村医院(内) 1２３－０４６８
＊金曜日23時～翌日７時、金曜日以外の20時～翌日７
　時は南芦屋浜病院(1２２－４０４０)

●耳鼻咽喉科・眼科の急病診療
　診療日…日曜・祝日、９時～16時
　場所…尼崎医療センター
　　　　（尼崎市水堂町3-15-20　106-6436-8701）
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◆女性センター相談日のお知らせ
�＆�女性センター(138-2023)
【女性の悩み相談】
�夫婦・家族関係、心の悩みなどの相談
(要予約)　�毎週月曜日13時～16時
【ＤＶ(暴力)に関する相談】
�夫や親しい関係にある男性からの暴力
(ＤＶ)などの相談(要予約)　�毎月第１
水曜日13時～16時
※予約は、相談専用電話(138-2022)
※専門のカウンセラーが相談に応じます。

◆上宮川文化センター／児童センターの催し
�＆�上宮川文化センター(122-9229)
【シネポケット“ひゅーまん”】
�10月２日「エレファント・マン」／９
日「紳士協定」／16日「祝祭」／23日
「道」／30日「かあちゃん」(いずれも
水曜日)13時30分～　�先着30人
【児童センターからのお知らせ】
①ひよこひろば　�10月３日・17日の木
曜日13時30分～14時30分　�10月２日
(水)９時30分から電話受付　�２歳児と
保護者、先着16組
②女性トランポリン教室　�10月７日～
12月９日の月曜日(全８回)14時～15時　
�10月２日(水)10時から電話受付　
�1 ,500円(全８回)　�市内在住の女
性、８人
③造形ひろば　�10月11日(金)14時10分
～14時50分　�10月２日(水)10時から電
話受付　�２歳児と保護者、先着15組
④おはなしひろば　�10月11日(金)15時
～15時40分　�会場で　�幼児と保護者
⑤親子ひろば見学会　�来年度の親子ひ
ろば入級希望者　�電話受付　�３歳児
(平成15年４月１日現在)と保護者

◆親子で楽しむ健康ハイキング
�10月19日(土)８時50分～13時　�東お
多福山周辺　�うりぼう会　�＆�公民
館(135-0700・ FAX22-6924)

◆図書館の催し
�図書館(131-2301)
【こどもおはなしの会・絵本の会】
�10月５日・12日・19日・26日(土)14時
～15時　�図書館・おはなしのへや、よ
みきかせのへや　�３歳～小学生中心
(19日、26日は、親子同伴も可)
【打出分室こどもおはなしの会】
�10月12日(土)15時～15時30分　�打出
教育文化センター・和室　�４歳以上
【金曜シネサロン】
�＆�10月４日「理由なき反抗」／11日
「フィラデルフィア」／18日「007/
ゴールドフィンガー」／25日「逃亡者」
(いずれも金曜日)13時30分～　�図書
館・集会室

◆障害福祉課のお知らせ
�障害福祉課(138-2043・FAX38-2178)
【１０月の障害者相談日】
�毎週金曜日13時30分～　�福祉事務所
相談室　�第２週(11日)は知的障害、そ
の他の週は身体障害　
【身体障害者移動相談】
�10月25日(金)９時30分～　�芦屋市医
師会医療センター　�身体障害者手帳所
持の肢体不自由者
【身体障害児者 父母の会バスツアー】
�10月19日(土)　�滋賀農業公園ブルー
メの丘　�20歳以下の身体障害者手帳所
持児(者)　�家族大人1,500円、子ども
(小学生以下)1,000円　�先着15組　
�10月10日(木)までに上記へ
　　
◆小学校入学前健康診断について
　平成15年度小学校入学予定者(平成８
年４月２日～平成９年４月１日生まれ)
の保護者に「就学通知書兼健康診断通知
書」を送付します。指定された日時に、
通知書を持参の上、指定校で健康診断を
受けてください。指定日の都合が悪いか
たや、校区について相談のあるかたは下
記へ。
�教育委員会総務課(138-2085)

◆スポーツ・青少年課の催し
�＆�スポーツ・青少年課(122-7910)
【ヒザイタ(膝痛)改善体操研修会】
�10月22日(火)・29日(火)18時45分～20
時　�体育館・青少年センター剣道場　
�村田トオル氏　�先着10人
【気軽にできるニュースポーツ実技
講習会】

�ディスク(フリスビー)ゴルフ　�10月
26日(土)13時30分～15時30分　�岸本強
氏　�先着30人
【レクスポ恒例・ウォーク＆バスツアー】
�10月27日(日)８時45分～17時　�体育
館・青少年センター集合、有馬富士公園
ほか　�一般3,000円、学生2,500円(バス
代・観覧料等)　�レクスポ協会(スポー
ツ・青少年課内)

◆谷崎潤一郎記念館の催し
�谷崎潤一郎記念館(123-5852)
【谷崎潤一郎作品朗読会】
�10月３日(木)13時30分～15時　�谷崎
潤一郎記念館講義室　�「細雪」　	朗
読グループＲＳＴ　�入館料300円
【「源氏物語」原典を読む講座】
�10月28日(月)10時～12時　�市民セン
ター401室　�鈴木紀子氏　�4,200円
(６回分)　�直接会場へ

◆芦屋病院院内コンサート
�10月６日(日)14時30分～15時30分　�
芦屋病院外来棟５階ホール　�なつかし
の情景・よろこびのメロディー　	高山
智津子(ソプラノ)、孫浩洙(テノール)、塚
田めぐみ(バイオリン)、辻本恵子(ピアノ)
�芦屋病院総務課管理担当(131-2156)

◆普通救命講習会
�10月19日(土)13時30分～16時30分　�
消防本部２階会議室　�心肺蘇生法、大
出血時の止血法　�救急救命士・救急隊
員　�先着30人　�＆�消防本部警防課
救急担当(132-2345)

◆防火管理者資格取得講習会
�10月24日(木)・25日(金)10時～17時　
�市役所分庁舎２階大会議室　�4,000
円、証明用写真２枚(縦４㎝・横３㎝)が
必要　�先着75人　�10月７日(月)から
右記へ　�消防本部予防課(138-2098)

◆花と緑の講習会開催のお知らせ
�都市整備公社みどりの課(138-2103)
【秋植え球根のお話】
�10月16日(水)13時30分～15時30分　�
緑の相談所　�緑の相談員　�先着18人
�10月15日(火)までに上記へ
【和の素材であしらう癒し空間(セン
トポーリア編)】

�10月25日(金)13時30分～15時30分　�
緑の相談所　�緑の相談員　�3,000円
�先着18人　�10月18日(金)まで
【春が楽しみ！秋植え球根と草花の
寄せ植え】

�10月28日(月)13時30分～15時30分　�
緑の相談所　�緑の相談員　�3,000円
�先着18人　�10月21日(月)まで
＊受講者全員に花苗をプレゼント
【緑の相談所】
�毎週水曜日と金曜日、第１・３月曜日
の９時～12時　�緑の相談所(134-0031)

◆国際交流協会(ＡＣＡ)の催し
�国際交流協会(134-6340)
【ＡＣＡトワイライトコンサート】
�アイルランドの原風景～ハンマー・ダ
ルシマーとアコースティック・ギター　
�10月18日(金)18時～19時　�ラ・モール
芦屋１階広場　	亀工房　�100人
【海技大学校研修生市内見学 同行ボ
ランティア募集】

�海外研修生とのスタンプラリー　�10
月18日(金)12時30分～16時、市内見学は13
時10分～15時　�30人(簡単な英会話ので
きるかた)、説明会は10月４日(金)13時30
分～、ＡＣＡ事務室で

◆社会福祉協議会からのお知らせ
�社会福祉協議会(〒659-0068業平町8-5
132-7530)
【高齢者こころの相談・健康相談】
�10月９日(水)、17日(木)14時～16時　
�福祉会館　
【お茶のみ友達相談】
�10月19日(土)９時30分～11時30分　�
福祉会館　�男性60歳、女性55歳以上の
独身のかた
【第９５回高齢者｢会食懇談会｣】
�10月24日(木)12時　�老人福祉会館　
�市内在住70歳以上のかた40人(先着順)
�500円　�10月９日(水)から上記へ
【社協会員研修バスツアー】
�赤穂海浜公園と赤穂海洋科学館塩づく
り体験　�10月25日(金)８時30分～18時
�会員3,500円(一般5,500円)　�90人(応
募多数の場合は抽選)　�10月16日(水)
までに往復はがきで上記へ　

◆市民チャリティーゴルフ大会
�10月29日(火)　�芦屋カンツリー倶楽
部　�100人　�22,000円(パーティ・
チャリティ・賞品代含む)　�10月11日
(金)までに、往復はがきで右記へ　�芦
屋市民まつり協議会(〒659-0067 茶屋之
町1-1-2-G 芦屋青年会議所内122-6946)

ラポルテ市民サービスコーナー(ラポルテ
本館３階131-3130)は、本館休館日のた
め、10月10日(木)、17日(木)は休業します。
開業日の執務時間は９時～17時15分です。
９時～10時は、東側階段またはシースルー
エレベーターをご利用ください。

問い合わせ
芦屋市共同募金委員会　132-7530

問い合わせ
芦屋ハートフル福祉公社　138-3122

◆「芦屋ハロウィン」のお知らせ
�デカカボチャコンテスト、仮装パレー
ドほか　�10月12日(土)11時～20時　�
芦屋市中央地区　�芦屋ハロウィン実行
委員会(商工会内123-2071)

◆県営住宅の入居者募集
�10月７日～18日　�入居申込書に必要
事項を記入し下記へ　�約900戸募集予
定　�兵庫県住宅供給公社阪神事務所
(10798-63-4333)

◆阪神南地域教育フォーラム
�10月20日(日)13時～16時30分　�なる
お文化ホール　�支え育てよう　みんな
の子ども　�600人　�阪神南教育事務
所教育推進課(10798-23-7788)

◆土木現場ウォッチング
�11月２日(土)10時～15時40分　�40
人、小・中学生(小学生は同伴者が必要)
�阪急塚口駅集合、土木の現場などをバ
ス見学　�往復はがきに「土木現場
ウォッチング申し込み」と記入のうえ、
参加者全員(１枚につき４人まで)の住
所・氏名・年齢・電話番号、返信はがき
に代表者の住所・氏名を書いて、10月18
日(金)＜消印有効＞までに下記へ　�兵
庫県阪神南県民局県土整備部(〒660 -
0083 尼崎市道意町7-1-3  106-4869-6100)

◆ＪＩＣＡボランティア募集
�①青年海外協力隊(20～39歳)②シニア
海外ボランティア／日系シニア(40～69
歳)を募集しています　�＆�募集説明
会；①10月15日(火)神戸国際会館ほか、
②10月19日(土)ＪＩＣＡ兵庫国際セン
ターほか、日系シニアは11月１日(金)神
戸国際会館　�国際協力事業団(JICA)兵
庫国際センター(1078-261-0352)

◆住宅耐震改修促進利子補給制度の創設
　昭和56年以前着工の住宅で、診断の結
果耐震性が低いと判断された住宅の改修
に要する借入資金に、５年間の利子補給
が受けられます。詳細は、下記へ
�兵庫県建築指導課(1078-362-3610)

８/９～９/９までの受入順(敬称略)
芦屋病院取り扱い分
●20万円、匿名　
芦屋ハートフル福祉公社取り扱い分
●１万円、匿名　●２万円、匿名
社会福祉協議会取り扱い分
●３千円、市民Ｋ
●３千750円、三田谷治療教育院
＜お詫びと訂正＞
　９月１日号の寄付者名で「長谷川キミ
エ」さんとありましたのは「長谷キミ
エ」さんの誤りでした。訂正してお詫び
します。

日　時　10月16日(水)８時30分～
行　先　姫路市書写の里
　　　　美術工芸館
　　　　姫路歴史博物館
会　費　3,000円(非会員は4,500円)
募集人数　先着40人
申し込み　10月１日(火)９時～電話受付

赤い羽根　共同募金運動
１０月１日からはじまります

　お寄せいただいた寄付金は地域福祉活動や在宅福
祉活動（高齢者、障害者、児童、母子父子活動）等に
役立てられます。共同募金委員・協力委員がお願いに
伺いますが、この募金は
「１世帯当りいくら」と
いう《割り当て募金》で
はありません。
　みなさまのあたたかい
ご協力をお願いします。

　遺言書・金銭貸借・土地建
物賃貸借契約書・養育費の支
払い等の際は、トラブル防止
のため「公正証書」の作成を
お勧めします。
相談日　10月８日(火)
　　　　13時～16時
会　場　コミュニティ課

公正証書相談

公証週間：10月１日～７日

問い合わせ　コミュニティ課　138-2007

合同行政相談

行政相談週間：10月21日～27日

秋の播州路バスツアー

　国・県・市の行政に関す
るご意見やご要望等があり
ましたら、お気軽にご相談
ください。
相談日　10月16日(水)
　　　　13時～16時
会　場　市役所北館２階
　　　　第４会議室

寄　　　付
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【おはなし作りの部屋】
�10月２、９、16、23、30日(水)10
時～12時　�図書館・集会室　�作
品の制作、人形劇の練習(子ども連れ
歓迎)　
ぷりん・岡山(131-6801)

【浜風の家の催し】
�①いきいき遊び塾(牛乳パックで遊
ぼう)②絵本のよみきかせ会17③カプ
ラ積木で遊ぼう(塔をつくってみよう)
④子ども絵画教室(小学生対象)⑤１日
工作教室⑥コンピュータ講座(カレン
ダーをつくろう)⑦おはなしの会⑧折
り紙＜百円塾＞（キツネの兄弟をつく
ろう) ⑨第32回浜風コンサート(チャ
リティコンサート)　�①10月５日
(土)13時30分～15時30分②６日(日)
10時30分～③６日(日)13時30分～15
時30分④12日(土)10時～11時30分⑤12
日(土)13時30分～15時⑥16日(水)13
時30分～14時30分⑦19日(土)11時～
11時40分⑧26日(土)14時30分～16時
⑨27日(日)14時～15時30分　�＆


浜風の家(135-5700)

【万葉集の歌枕】
�10月５日(土)10時～11時30分　�

市民センター301室　�100人　�濱
口博章氏　
芦屋万葉集を読む会・
外島(131-4520)

【芦屋フリーマーケット】
�10月６日(日)10時～16時　�ＪＲ
芦屋駅北側ペディストリアンデッキ

行動する環境グループ「葦の風」
実行委員会事務局・西山(134-4680)

【エスペラント入門講座】
�10月６日～27日(毎週日曜日・全４
回)10時～12時　�市民センター206
室　�「星の王子さま」で学ぶ国際
共通語　	＆
芦屋エスペラント
会・津田(1078-452-7692)

【母と子のいこいの部屋】
�10月８、15、22、29日(火)10時～
11時30分　�図書館・集会室　�０
歳～未就学児と保護者　
バルー
ン・津田(132-2610)

【折り紙教室】
�10月９日(水)10時～12時　�図書
館・集会室　�段谷貞子氏　�折り
紙、はさみ　
段谷(134-2546)

【丹波の朝採り有機野菜市】
�10月９、23日(いずれも水曜日)10
時30分～　�＆
ワークホームつつ
じ・藤川(122-7044)

【子どもと大人のお能教室】
�10月10日～12月12日(いずれも木
曜日・全５回)　�アトリエ・ゾネ　
�子どもクラス(２歳から)、大人ク
ラス(中学生から)　�１回につき・
子ども500円、中学生1,500円、大人
2,500円　
岡(138-7335)

【身体障害者作品展　作品募集】
�絵画・版画・書・手芸・押し絵等
�10月11日～14日　�市民センター
常設展示場　	10月10日(木)10時～
16時に福祉会館115室へ　
身体障
害者福祉協会・梶山(131-2032)

【子どものための部屋】
�10月12、26日(土)10時～12時　�

図書館・集会室　�小学生　�伝承
遊びなど(要予約)　
いろえんぴつ・
中野(134-2769)

【中高生のための安らぎの部屋】
�10月12、26日(土)13時～16時30分
�図書館・集会室　�中学・高校生

ヨッシーくらぶ・守上(123-6854)

【集空間Ｔｉｏの催し】
�＆
Ｔｉｏクラブ(125-0177)
①うた広場 Tioちいさい秋見つけた
�10月12日(土)14時～16時　�50人
�500円　�桜井溢子ほか　
②沖田登志子のおしゃれセミナー　
�10月13日(日)14時～16時　�30人
(予約制)　�1,500円
③モンゴルの蒼い風「馬頭琴の調べ」
�10月27日(日)14時～16時　�シン
バヤル　�700円　�80人(予約制)

【非核平和都市宣言17周年記念の
　つどい】
�＆�10月13日(日)10時～16時①映
画「軍隊をすてた国」上映②記念講
演③被爆写真の展示　�市民セン
ター401室　�協力券1,000円(中学
生・高校生500円)　
芦屋非核平和
のつどい実行委員会・山本(135-1626)

【陸上競技大会・ロードレース大会】
①�10月14日(月・祝)11時30分受付
�潮見中学校グラウンドほか　
�100・200・800・1,500・3,000ｍ、
走り幅跳び、砲丸投げ、５kmロード
レース　 	８日(火)必着で、はがき
に種目・氏名・年齢・住所を明記
し、学校関係は精道中学校(〒659-
0024 南宮町9-7)内・唐須、一般は宗
政文雄(〒659-0055 竹園町5-27)まで
②�11月10日(月)９時～　�芦屋中
央公園スタート　�３・５・10㎞　
�500円(中学生以下200円)　	当日
会場　
塩見(123-2071・昼間のみ)

【エンドレス野球大会】
�いつ来ても、いつ帰っても可　
�10月14日(月・祝)10時～15時　�

中央公園野球場　�運動できる服
装、グローブ　
芦屋軟式野球協
会・清川(138-4880)

【押花サロン　第５回作品展】
�10月15日～31日９時～17時　
�ふしぎな花倶楽部作品、体験教室
�＆
あしや喜楽苑(134-9287)

【芦屋観音大祭】
�10月18日(金)14時　�芦屋市霊園
観音前(雨天は霊園事務所２階)　


芦屋市霊園協力会(132-6366)

【スローな食卓：芦屋の食環境を考
える集い】

�10月19日(土)13時30分～15時　�

市民センター講義室　�生産者との
交流など　�500円　�60人　	＆

あしやエコ・クラブ・正(123-2668)

【精神障害者家族教室】
�10月23日(水)13時45分～15時45分
�「家族のあり方」谷口京子保健師
�市民センター403室　	事前予約

芦屋家族会(132-0441)

【ライブラリーコンサート】
�10月26日(土)18時30分～　�モー
ツァルトほか　�図書館　�200人　

図書館友の会(123-1746)

【レッツトライ！エンジョイテニス】
�①キッズ(幼稚園児～小学２年生)
②ジュニア(小学３～６年生、中学
生・高校生)　�10月27日(日)①９時
30分～11時②11時～12時45分(雨天中
止)　�芦屋公園テニスコート　	10
月13日(日)９時から電話受付(先着順)

芦屋市テニス協会(122-3852)

　
厄
介
と
い
え
ば
、

ア
レ
チ
ヌ
ス
ビ
ト
ハ

ギ（
マ
メ
科
）も
そ
の

ひ
と
つ
で
す
。
秋
口

か
ら
、
ピ
ン
ク
の
か

わ
い
い
花
を
咲
か
せ

ま
す
が
、
そ
の
後
に

さ
や

で
き
る
小
さ
な
豆
の
鞘
は
、
い
わ
ゆ
る
「
ひ
っ

つ
き
む
し
」
の
一
つ
で
、
セ
ン
ダ
ン
グ
サ
な
ど

に
比
べ
て
こ
と
の
ほ
か
し
つ
こ
く
、
こ
れ
の
あ

る
草
む
ら
に
入
ろ
う
も
の
な
ら
衣
服
に
び
っ
し

り
と
く
っ
つ
い
て
、
取
る
の
に
苦
労
し
ま
す
。

こ
れ
も
北
米
産
の
帰

化
植
物
で
、
日
本
の

ヌ
ス
ビ
ト
ハ
ギ
よ
り

豆
の
数
が
多
い（
日

本
種
は
二
個
、
ア
レ

チ
は
四
個
以
上
）の

で
区
別
で
き
ま
す
。

　
芦
屋
川
・
宮
川
と
も
石
垣
の
間
か
ら
芽
を
出

し
、
葉
の
裏
が
白
い
軟
毛
で
覆
わ
れ
た
一
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
の
群
生
し
て

い
る
植
物
が
あ
り
ま

す
。
カ
ラ
ム
シ（
イ
ラ
ク

サ
科
）で
、
枝
を
折
る
と

皮
が
長
く
剥
ぎ
と
れ
ま

す
。こ
れ
は
丈
夫
な
表
皮
の
繊
維
で
、
そ
の
昔
、

奈
良
時
代
に
繊
維
植
物
と
し
て
利
用
さ
れ
、
東

ち
ょ

大
寺
に
「
苧
」
と
し
て
献
上
さ
れ
た
記
録
が
正

倉
院
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
松
浜（
芦
屋
）公
園
の

西
辺
り
の
河
原
の
石
垣

に
、
十
字
形
の
真
っ
白

な
花
が
群
が
り
咲
い
て

い
る
つ
る
植
物
が
目
に

つ
き
ま
す
。
セ
ン
ニ
ン

ソ
ウ（
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
）

で
、
花
の
終
わ
っ
た
後

に
で
き
る
実
に
白
い
毛

が
た
く
さ
ん
つ
く
と
こ

ろ
か
ら
、
仙
人
の
白
髭

に
た
と
え
ら
れ
て
こ
の
名
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

実
が
で
き
る
頃
に
は
、
そ
ろ
そ
ろ
木
枯
ら
し
が

吹
き
始
め
て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
復
興
り
ん
ご
の
収
穫
祭

緑
保
育
所
　
佐
藤
　
う
め
子

　
先
日
、
緑
保
育
所
の
子
ど
も
達
が
、
呉

川
町
の
「
復
興
り
ん
ご
」
の
収
穫
祭
に
招

か
れ
、
大
変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　
り
ん
ご
が
み
ご
と
に
実
っ
て
い
る
と
こ

ろ
を
み
て
感
動
し
、
そ
の
う
え
一
つ
ず
つ

採
ら
せ
て
も
ら
い
、
そ
の
場
で
い
た
だ
い

た
甘
い
り
ん
ご
に
、
ま
た
ま
た
感
激
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
は
、
い
た
だ
い
た
り
ん
ご

を
全
員
家
に
持
ち
帰
り
、
お
う
ち
の
か
た

に
も
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
特
に
二
歳
児
の
り
ん
ご
組
は
、
春
に
ピ

ン
ク
の
花
が
咲
い
て
い
る
頃
か
ら
、
散
歩

に
で
る
た
び
よ
く
見
に
行
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
実
が
み
の
れ
ば
自
分
の
握

り
こ
ぶ
し
と
比
べ
て
大
き
く
な
る
の
を
確

か
め
た
り
、
袋
掛
け
を
さ
れ
て
い
く
さ
ま

な
ど
ず
っ
と
見
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け

に
、
先
日
の
出
来
事
は
感
激
ひ
と
し
お

だ
っ
た
の
で
す
。

　
い
つ
も
り
ん
ご
の
木
の
お
世
話
を
し
て

く
だ
さ
っ
て
い
る
皆
さ
ん
や
、
り
ん
ご
の

木
を
こ
こ
に
植
え
よ
う
と
計
画
し
て
く
だ

さ
っ
た
か
た
が
た
に
感
謝
し
ま
す
。

　
そ
う
し
た
感
謝
の
気
持
ち
を
こ
め
て
、

緑
保
育
所
の
子
ど
も
た
ち
が
、
り
ん
ご
の

木
の
貼
り
絵
を
創
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
楽
し
い
体
験
が
、
た
く
さ
ん
の
人
達
に

広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

芦
屋
川
・
宮
川
の

河
原
に
見
ら
れ
る
雑
草
た
ち
　
７

ー
初
秋
か
ら
　
秋
へ
ー
　

オオブタクサの大群落オオブタクサの花穂

アレチヌスビトハギの実

センニンソウの実（左）と花（右）

みんなでりんごの収穫

りんごを頬ばる子どもたち

緑保育所の子どもたちの感謝の気持ちです�緑保育所の子どもたちの感謝の気持ちです�

カラムシカラムシ�カラムシ�

アレチヌスビトハギの花アレチヌスビトハギの花�アレチヌスビトハギの花�


